
－播磨から見えた古代日本の交通史－

令和５年度　兵庫県立考古博物館　秋季特別展

鬼瓦  左：辻ヶ内遺跡（上郡町）当館蔵　右：古大内遺跡（加古川市）個人蔵

う ま や は っ く つ

駅家発掘 !
※（　）は20名以上の団体料金  
※障害者手帳またはミライロＩＤ提示で本人は75％減免、介助者1名まで無料
※70歳以上の方は大人料金の半額

｜観覧時間｜午前9時30分～午後5時 （入場は午後4時 30分まで）
｜休 館 日｜月曜日※祝休日の場合は翌平日
｜観  覧  料｜大 人：500（400）円｜大学生：400（300）円｜高校生以下無料

 

主催：兵庫県立考古博物館　
後援：兵庫県／兵庫県教育委員会／NHK 神戸放送局／サンテレビジョン／ラジオ関西　
協力：山陽電気鉄道株式会社／（公財）兵庫県まちづくり技術センター／兵庫県立図書館／ひょうご考古楽倶楽部

触れる・体感する、考古学のワンダーランド。

令和５年９月３０日Sat .  　１２月３日Sun .－



う ま や は っ く つ

令和５年９月３０日Sat .  　１２月３日Sun .－

平城京出土播磨国府系軒丸瓦・軒平瓦
（奈良市／奈良市教育委員会蔵）

大宰府出土軒丸瓦・軒平瓦重要文化財
（福岡市／九州歴史資料館蔵）駅家発掘 !

下道圀勝圀依母夫人骨蔵器 重要文化財
（岡山県矢掛町／圀勝寺蔵）

平城京出土「山陽道」木簡（部分）
（奈良市／奈良文化財研究所蔵）

布勢駅家の土器／小犬丸遺跡
（たつの市／たつの市教育委員会蔵）

「驛」墨書土器（部分）兵庫県指定文化財
小犬丸遺跡（たつの市／当館蔵）

出典：ColBase (https://colbase.nich.go.jp/collection_items/
      　　　　nabunken/6AFFJE28000101?locale=ja)

－播磨から見えた古代日本の交通史－

 

 

 

講演会  　　　　　 当館講堂、定員72名【無料】
シンポジウム

古代体験講座

 

��月��日（土） 「古代山陽道の播磨の駅家を探る！」

 

 

――――――

―――――――――――――――

▼オンラインでの予約

▼往復はがきでの予約（1枚につき1講演のみ）
●往復はがきに下記の内容を記入して下さい

●当館ホームページより予約いただけます

　①開催日・講演会 名 
   ②名前（フリガナ）・年齢（1枚につき1名）
　③住所　④電話番号（当日連絡のつく番号）
　送付先（往信）　675 -0142　加古郡播磨町大中 1-1-1　
                         兵庫県立考古博物館  学芸課

講演会・シンポジウムの予約方法 ――――――――

▼オンラインでの予約

▼往復はがきでの予約（1枚につき1講座のみ）
●往復はがきに下記の内容を記入して下さい

●当館ホームページより予約いただけます

　①開催日・講座名
   ②名前（フリガナ）・年齢（全員分 4 名まで）
　③代表者住所　④電話番号（当日連絡のつく番号）
　送付先（往信）　675 -0142　加古郡播磨町大中 1-1-1　
                   兵庫県立考古博物館  学習支援課

古代体験講座の予約方法

　アクセス 触れる・体感する、考古学のワンダーランド。

〒675－0142  加古郡播磨町大中 1－1－1　
【電話】079－437－5589【FAX】079－437－5599
【H P】https://www.hyogo-koukohaku.jp/

【電車】・JR土山駅南口から「であいのみち」を徒歩15分
            ・山陽電車播磨町駅から喜瀬川に沿って徒歩25分
【 車 】・第2神明/加古川バイパス明石西ICから約3km
 ※自動車でお越しの方は町営大中遺跡公園駐車場（64 台 / 有料）　 　
 もしくは町営野添であい公園駐車場（50台/有料）をご利用ください。 
 イベント等の実施により混雑する場合がありますので、ご留意ください。

――――――――――――

05教Ⓟ3-007A4

≪応募者多数の場合は抽選となります。≫

① １０月 １４ 日 （ 土 ）
② １１月 １８ 日 （ 土 ）

展示解説展示解説 事前申込制 予約方法

――――――――――― ―――――――――――

事前申込制  13:30～15:00（12:45開場）
  　　　　　 当館講堂、定員72名【無料】

事前申込制  13:30～16:00（12:45開場）

事前申込制

【要観覧券】当日受付

９月��日（土）播磨の駅家を語る①
　　　　　　　　　　「古代山陽道 駅路と駅家」

岸本 道昭（たつの市立埋蔵文化財センター館長）

 ▼申込期間
    8 / 1～9/12

「賀古駅家と古代山陽道を歩く」 
� � : � � ～ � � : � �
定 員 � � 名 ( 中 学 生 以 上 ) 、 � � � 円  

遺跡ウォーク  当館ボランティア「ひょうご考古楽倶楽部」主催��月��日（日）   
 ▼申込期間
    9/12～
            10/12

 ▼申込期間8/29～10/ 11

� � : � � ～ � � : � �
定 員 �� 名 ( 小 学 � 年 生 以 上 ) 、� � � 円

��月��日（土）「粘土でつくる古代の駅鈴」
 ▼申込期間
    8/14～9/14

��月 �日（土）播磨の駅家を語る②
　　　　　　　　　　「賀古駅家と邑美駅家を語る」

中村 弘（当館館長補佐）
中川 渉（当館学芸員）

 ▼申込期間
   8/8～9/20

��月��日（土）播磨の駅家を語る③
　　　　　　　　　　「高田駅家と大市駅家を語る」 

池田 征弘（（公財）兵庫県まちづくり技術センター）
篠宮 正（当館学芸員）

 ▼申込期間
    8/22～10/3

��月��日（土）播磨の駅家を語る④
　　　　　　　　　　「出土遺物からみた山陽道の駅家」

新田 宏子（当館学芸員）
 ▼申込期間
    9/26～11/7

日本が本格的な国家建設に取りかかった 1300 年前、奈良の都と九州の
大宰府を結ぶ山陽道沿いには、行き交う使者が馬を乗り継ぐ「駅家」が
整備されました。当館では開館以来、播磨の古代山陽道を継続的に調査し、
文献に名前が残る駅家の遺構を明らかにしてきました。この展覧会では、
県内および山陽道各地の調査事例をもとに、古代交通の実態に迫ります。

　13:30～14:00　

※ なお一部の資料については、期間中に展示替えがあります

 　　　　　　「野磨駅家：落地遺跡を掘る」
　　　　　　　　  島田 拓（上郡町教育委員会）

 　馬場 基（奈良文化財研究所）
　   池田 征弘（(公財)兵庫県まちづくり技術センター）

 　　　　　　　   当館職員　　　　　　　

基調報告・パネラー

パネラー

　コーディネーター


